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命
日

會 岳 山 本 日 73 月 二 年 二 十 和 昭

岩
波
版
「日
本
風

景
論
」
に
就
い
て

小

島

鳥

水

一
昨
年
の
秋
岩
波
書
店
か
ら
、
岩
波
文

庫
の
係
り
、長
谷
川
潔
君
が
見
え
ら
れ
て
、

今
度
「
文
庫
」
へ
志
賀
重
昂
先
生
の

「
日
本

風
景
論
」
を
枚
め
た
い
か
ら
、
解
説
を
私

に
頼
む
と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
。
そ
れ
に

就
い
て
、
版
櫂
の
開
係
も
あ
る
し
、
先
生

の
令
息
富
士
男
君
の
御
承
引
を
求
む
る
こ

と
に
し
て
、
嚢
行
の
方
の
下
相
談
は
済
ん

だ
が
、
さ
て
私
が
引
き
受
け
て
見
る
と
、

本
木
な
ら
、
校
訂
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
筈
だ
が
、
こ
の
校
訂
に
は
、
悩
ん
で
手

を
著
け
な
い
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
は
先
生

の
用
話
癖
、
途
り
偶
名
等
が
、
特
得
の
も

の
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
引
用
の
和
文
漢

文
洋
文
、
そ
れ
か
ら
古
典
の
和
歌
等
が
、

極
め
て
廣
汎
に
亘
り
、
そ
れ
を

一
々
原
書

原
集
に
照
ら
し
て
、
校
訂
す
る
こ
と
は
、

一
と
通
り
の
苦
勢
で
な
く
、
又
植
物
動
物

等
の
和
名
漢
名
な
ど
も
、
私
の
手
に
は
、
　
一

到
底
負
ひ
切
れ
な
い
の
で
、
断
然
あ
さ
ら

一

め
て
し
ま
っ
た
が
、
併
し
「
風
景
論
」
そ
の

一

倍
の
原
文
絶
封
尊
重
に
し
て
も
、
豫
期
し

一

な
い
困
難
に
撞
着
し
た
。

「
風
景
論
」
の
原
書
は
、
第
十
五
版
ま
で

あ
る
が
、
著
者
は
本
書
印
刷
の
餘
白
を
利

用
し
て
、
或
は
散
文
、
或
は
詩
句
、
或
は

コ
マ
檜
な
ど
を
、
巧
み
に
迫
刷
調
合
し
、

几
て
が
紙
幅
本
位
に
接
配
さ
れ
て
ゐ
る
の

を
、本
文
の
行
数
も
字
数
も
全
く
違
ふ
「
文

庫
」
本
に

。
、
移
植
す
る
と
な
る
と
、
子
供

が
大
人
の
衣
裳
を
着
け
た
や
う
に
、
袖
珍

本
型
の
紙
幅
に
は
受
け
切
ら
れ
な
く
な
る

の
で
あ
つ
た
が
、
出
来
得
る
限
り
は
、
多

大
の
不
鎧
裁
を
忍
ん
で
、原
書
に
従
つ
た
。

が
、
又
さ
う
い
か
な
か
つ
た
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
。
固
版
も
、
例
へ
ば
同
温
線
風
向
及

天
氣
之
日
、
雨
量
分
布
之
同
等
は
、
縮
窮

す
る
に
於
て
は
、
不
明
瞭
と
な
つ
て
、
殆

ど
用
を
鶯
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
之

を
割
愛
し
た
。

さ
う
い
ふ
わ
け
で
、
校
訂
は
辞
退
し
た

が
、
併
し
企
然
、
無
開
心
で
あ
つ
た
の
で

は
な
い
。
例
へ
ば
原
本
第
十
五
版
（
或
は
、

そ
の
も
つ
と
前
版
よ
り
）
挿
豊
の
中
に
、

樽
前
山
と
湊
間
山
が
、
横
固
と
し
て
上
下

に
掲
出
さ
れ
て
ゐ
る
の
が
、
入
り
繰
り
に

な
つ
て
ゐ
る
、
印
ち
樽
前
山
と
あ
る
と
こ

ろ
へ
浅
間
山
の
同
、
ま
た
浅
間
山
と
記
し

た
と
こ
ろ
に
樽
前
山
の
国
が

入

つ
て
ゐ

る
、
そ
れ
等
は
正
し
く
入
れ
替
〈
た
。
又

「
日
本
の
上
物
に
開
す
る
品
題
」中
に
「（
十

八
）
業
の
花
の
中
に
城
あ
り
郡
山
の
」
の
古

旬
に
、
作
者
の
名
を
其
角
と
し
て
あ
る
、

こ
れ
は
第

一
版
に
は
（
十
四
）
ま
で
し
か
、

な
か
つ
た
の
を
、
後
版
に
（
十
八
）
ま
で
補

加
さ
れ
、
束
の
花
の
句
は
、
以
来
第
十
五

版
ま
で
、
几
て
其
角
で
通
し
て
あ
る
。
併

し
、
こ
の
句
は
、
其
角
の
作
で
無
い
と
信

じ
て
、
念
の
た
め
句
集
を
槍
し
た
が
、
や

は
り
無
い
、
そ
こ
で
岩
波
の
方
の
専
門
家

に
調
べ
て
も
ら
つ
た
ら
、
許
六
の
作
で
あ

る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
の
で
、
岩
波
版

で
は
許
六
と
改
め
て
置
い
た
パ
岩
波
版
五

三
頁
）

街
ほ
私
の
解
説
で
、
言
ひ
落
し
た
こ
と

を
、
こ
の
際
追
加
し
て
置
き
た
い
「
風
景

論
」
で
今
日
に
適
し
な
い
記
述
は
、
登
山

案
内
が
、
時
代
違
ひ
の
も
の
で
あ
る
こ
と

を
注
意
し
て
置
い
た
が

（
令
息
富
士
男
謝

も
、
そ
の
黙
を
顧
慮
さ
れ
て
ゐ
た
）
そ
の

外
に
、
山
の
標
高
も
、
そ
の
時
代
に
行
は

れ
て
ゐ
た
農
商
務
省
の
地
形
同
、
又
は
地

質
同
幅
説
明
書
等
か
ら
採
用
さ
れ
た
も
の

で
、
今
日
の
如
く
参
謀
本
部
賞
測
五
萬
分

一
同
な
ど
が
、
資
行
さ
れ
て
居
ら
す
、
或

は
貸
測
さ
へ
も
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
時
代

だ
か
ら

（
殊
に
信
飛
山
塊
に
於
て
）
是
等

は
、
希
く
は

「
山
日
記
」
所
載
の
標
高
表

に
依
り
訂
正
し
て
讀
ま
れ
て
欲
し
い
の
で

あ
る
。

そ
れ
と
、
モ
一
つ
、
私
の
考
へ
が
足
ら

な
か
つ
た
と
思
ふ
こ
と
は
、
原
版
の
志
賀

氏
小
序
印
ち
「
日
本
風
景
論
」
の
挿
書
は
、

桶
畑
雪
湖
君
め
落
筆
、
洋
風
蓋
は
海
老
名

明
四
粛
の
作
云
々
と
あ
る
明
治
二
十
七
年

十
月
十
八
日
付
の
一
文
を
牧
録
し
な
か
つ

た
こ
と
、
及
び
「
日
本
風
景
論
」
第
二
版
印

刷
中
二
十
八
年

一
月
十
三
日
小
金
ケ
原
を

過
ぎ
て

「
利
根
川
同
志
」
を
讀
む
云
々
の

小
品
文
を
脆
落
し
た
こ
と
で
バ
こ
の
文
の

一
部
は
私
の
解
説
に
引
用
し
た
が
）
こ
の

二
文
は
鶏
肋
の
感
で
は
あ
る
が
、
二
頁
と

し
て
追
刷
補
加
す
べ
き
も
の
と
思
つ
て
ゐ

る
。
殊
に
後
者
に
至
つ
て
は

「
利
根
川
固

志
」
を
、
簡
単
な
が
ち
世
に
推
奨
し
、
ま

た
ラ
ス
キ
ン
の
名
ま
で
、
出
し
て
ゐ
る
。

後
學
年
少
の
私
が
「同
志
」
の
作
者
赤
松
宗

旦
を
識
り
、
ラ
ス
キ
ン
を
知
つ
た
の
は
、

費
に
こ
の
一
小
文
で
あ
つ
た
、
赤
松
宗
旦

の
こ
と
に
就
い
て
は
、
「會
報
」本
年

一
月

競
に
、
行
方
沼
東
君
の
記
述
が
あ
る
が
、

私
は
同
氏
の
文
に
依
っ
て
、
教

へ
ら
れ
る

と
こ
ろ
多
大
で
あ
つ
た
こ
と
を
愉
び
、
　
・
ＩＬ

っ
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
「
風
景
論
」
に
直
接
開
係
は
無
い

が
、　
一
寸
申
し
添
え
て
置
く
、
明
治
四
十

三
年

一
月
十
六
日
志
賀
先
生
の
好
意
で
、

日
本
山
岳
會
の
第
四
同
新
年
晩
餐
會
が
、

代
々
木
の
四
松
庵
（
先
生
の
別
疑
）
で
開
か

れ
た
が
、
そ
の
時
、學
校
制
服
の
少
年
が
、

先
生
の
傍
に
ゐ
ら
れ
、
先
生
か
ら
の
紹
介

に
依
っ
て
、
本
年
十
三
歳
と
な
ら
れ
た
令

息
富
士
男
君
で
あ
る
こ
と
を
知
つ
た
が
、

後
に
同
粛
に
依
つ
て
「志
賀
重
昂
企
集
」
八

容
が
発
刊
さ
れ
、
又
今
回
の
岩
波
版
登
行

に
就

い
て
も
、
私
の
解
説
中
、
先
生
の
博

記
に
就
い
て
是
正
し
て
い
た

ゞ

い
た

の

は
、
不
思
議
の
繋
が
り
で
あ
る
ｏ
晩
餐
會

の
営
夕
、
列
席
さ
れ
た
諸
名
士
の
中
で
、

物
故
さ
れ
た
諸
氏
に
、
山
崎
直
方
、
小
倉

伸
吉
、
白
井
光
太
郎
、
大
下
藤
次
郎
、
日

山
花
袋
諸
君
の
名
を
攀ヽ
げ
る
こ
と
は
、
衷

し
い
こ
と
で
あ
る
パ
四
松
庵
晩
餐
會
よ
り

二
十
八
年
後
の
昭
和
十
三
年

一
月
十
六
日

夜
、
本
文
を
作
る
。
鳥
水
生
）

附
記
　
岩
波
文
庫
「
日
本
風
景
論
」
が
昨

年

一
月
十
五
日
に
壺
行
さ
れ
た
の
も
、

偶
然
、
四
松
庵
の
集
ま
り
日
の
、
前
日

に
宙
つ
た
の
が
妙
で
あ
る
。

×

×

×

會
費
排
込
み
を
願
ひ
ま
す
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ウ
キ
ン
パ
ー
の
刻

ん
だ
日
本
の
風
景

武

田

久

吉

ウ
ヰ
ン
パ
ー
が
彼
の
本
業
で
も
あ
り
ま

た
得
意
と
し
た
虎
の
技
術
で
、
日
本
の
風

景
を
刻
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
は

，
、
嘗
て
小

島
鳥
水
君
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
た
（
『書
齋

の
岳
人
』

一
二
五
頁
以
下
）
。

あ
の
世
界
的
登
山
家
が
、
そ
の
晩
年
に

日
本
に
こ
そ
末
な
か
つ
た
が
、
他
人
の
註
一

文
で
、
我
が
國
の
風
景
数
十
枚
を
刻
ん
だ
一

と
い
ふ
こ
と
は
、
彼
の
有
名
な
登
山
記
以

上
に
、
彼
を
吾
々
に
親
き
も
の
に
す
る
。

小
島
君
に
よ
る
と
、
ウ
キ
ン
パ
ー
の
彫
刻

し
た
蓋
の
あ
る
書
物
の
出
版
は
、
年
月
不

明
で
あ
る
が
、
そ
の
本
文
を
緒
関
し
た
虎

で
は
、
日
清
戦
争
か
ら
数
年
以
後
の
作
だ

と
い
ふ
が
、
そ
の
中
の
給
は
、
幕
末
か
ら

明
治
中
期
に
か
け
て
の
景
で
あ
る
そ
う
だ

か
ら
、
小
島
君
の
推
測
の
如
く
、
こ
の
本

の
出
版
に
方
つ
て
、
特
に
調
製
し
た
も
の

で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

何
は
と
も
あ
れ
、
こ
の
『
日
本
漫
遊
記
』

の
序
文
に
よ
る
と
、
摘
給
は
エ
ド
ワ
ー
ド

ウ
キ
ン
パ
ー
の
彫
刻
と
断
つ
て
あ
る
そ
う

だ
か
ら
、
『
ア
ル
プ
ス
登
攀
記
』
の
著
者
の

手
に
成
つ
た
も
の
で
あ
る
に
相
違
あ
る
ま

い
。
虎
が
ウ
キ
ン
パ
ー
彫
刻
と
銘
あ
る
日

本
の
風
景
が
、
上
記
の
書
物
以
外
、
簡
世

の
中
に
存
在
し
て
ゐ
る
こ
と
に
つ
い
て
は

未
だ
注
意
し
た
人
が
無
い
や
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
有
名
な
旅
行
家
の
イ
サ
ベ
ラ
　
バ

―
ド
女
史

（
後
年
結
婚
し
て
ピ
シ
ョ
ッ
プ
夫

人
と
呼
ば
れ
た
）
の
著
に
な
る

Ｃ
３
８
一８

弓
３
ｏＦ

】”
】”
冒
目
を
見
る
と
、
巻
頭
の

日
光
陽
明
門
を
初
め
と
し
て
、
筒
三
四
の

も
の
に
は
明
に
ウ
キ
ン
パ
ー
の
署
名
が
あ

る
。
こ
の
外
に
も
数
枚
の
一
頁
大
又
は
小

い
摘
給
が
あ
る
が
、
多
く
は
何
の
署
名
も

な
く
、
そ
し
て
彫
刻
様
式
は
悉
皆
同

一
人

の
手
に
成
つ
た
も
の
で
な
い
こ
と
　
ヽ
を
思
は

せ
る
。

・又
本
書
の
出
版
は
私
の
蔵
書
に
は

明
記
を
快
く
が
、
序
文
は
一
八
八
〇
年
九

月
に
書
か
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
れ
が
エ
ド

ワ
ー
ド
　
ウ
キ
ン
パ
ー
だ
と
す
れ
ば
、
彼

の
批
年
期
の
作
品
で
あ
ら
う
。

虎
で
こ
の
時
代
に
出
版
さ
れ
た
書
物
で

日
本
に
開
す
る
も
の
ヽ
中
に
、
サ
ー
　
エ

ド
ヮ
ー
ド
　
ジ
ェ
イ
　
リ
ー
ド
が
、　
一
八

七
九
年
に
日
本
に
木
た
時
の
紀
行
を
、
笙

年
二
冊
の
書
物
と
し
て
出
版
し
て
「

，
Ｔ
目

と
銘
打
つ
た
も
の
を
見
る
と
、
少
数
で
は

あ
る
が
、
矢
張
リ
ウ
キ
ン
パ
ー
と
署
名
の

あ
る
木
口
彫
の
木
版
書
が
橋
入
さ
れ
て
ゐ

る
。
然
る
に
ヽ
こ
の
本
の
序
文
を
見
る
と
、

こ
の
方
の
ウ
キ
ン
パ
ー
は
、
有
名
な
エ
ド

フ．
―
ド
で
は
な
く
て
、
と
は
い
へ
堪
能
な

る
彫
刻
師
の
「ＯｏＦ
Ｆ
「
ｏ
■
辱
日
「①【
に
依

頼
し
て
、
篤
員
ス
は
ス
ケ
ッ
チ
等
を
上
壷

と
し
て
刻
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
、
明
記
し

て
あ
る
。
だ
が
そ
の
署
名
は
、
単
に
ウ
キ

ン
パ
ー
と
あ
る
だ
け
で
、
何
も
ク
リ
ス
テ

ャ
ン
　
ネ
イ
ム
は
附
い
て
ゐ
な
い
。
従
つ

て
た
ゞ
ウ
キ
ン
パ
ー
と
署
名
が
あ
る
の
み

で
は
、
そ
れ
が
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
勇
者

で
あ
る
と
は
断
ぜ
ら
れ
な
い
。

最
後
に
残
さ
れ
る
問
題
は
、
署
名
の
字

畿
等
に
よ
つ
て
、
そ
れ
が
ニ
ド
ワ
ー
ド
か

夫
共
ジ
ョ
サ
イ
ア
で
あ
る
か
決
定
出
来
る

か
ど
う
か
で
あ
る
。
パ
ー
ド
女
史
の
書
物

に
摘
入
の
も
の
ゝ
署
名
は
、
何
れ
か
と
い

、
で
、
サ
ー
　
ニ
ド
ワ
ー
ド
　
リ
ー
ド
Э
一

本
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
ゝ
署
名
に
類
す
る
一

貼
が
あ
る
。
夫
故
こ
れ
は
、
エ
ド
ヮ
ー
ド
一

の
方
の
で
は
な
い
と
疑
へ
ば
疑
ふ
の
餘
地

は
十
分
に
あ
る
が
、
小
島
君

に
よ
る
と

（
『書
齋
の
岳
人
』

一
三
〇
頁
）

エ
ド
ワ
ー

ド
の
方
で
あ
る
。
ウ
ィ
ン
パ
ー
が
刻
ん
だ

ら
う
虎
の
、
テ
ィ
ン
グ
ル
教
授
の
書
物
に

摘
入
さ
れ
た
本
版
蓋
の
中
に
も
、
仔
細
に

見
る
と
、
少
く
と
も
二
様
の
署
名
が
あ
つ

て
、
殊
に
ウ
キ
ン
ー
パ
ー
自
豊
自
刻
と
あ

る
ヴ
ァ
イ
ン
ス
ホ
ル
ン
の
紆
の
文
字
の
如

き
は
、
パ
ー
ド
女
■
の
著
書
中
の
あ
る
も

の
に
似
通
つ
て
ゐ
る
。

私
は
エ
ド
ワ
ー
ド
　
ウ
ヰ
ン
パ
ー
と
ジ

ョ
サ
イ
ア
　
ウ
ヰ
ン
パ
ー
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
何
も
知
る
虎
が
無
い
し
、
又
調

べ
て
見
る
機
會
も
な
い
が
、
雨
入
共
大
鎧

に
於
て
同
時
代
の
、
而
も
堪
能
な
彫
刻
師

で
あ
つ
た
こ
と
に
誤
は
な
い
や
う

で
あ

る
。
夫
故
、　
一
方
に
於
て
博
記
の
調
査
と

共
に
、
他
方
、
ウ
キ
ン
パ
ー
の
署
名
あ
る

版
書
を
多
数
比
較
研
究
し
て
見
る
の
も
、

無
意
義
な
こ
と
で
は
な
い
と
考
へ
ら
れ
る

の
で
、
甚
だ
不
得
要
領
な

一
文
で
恐
縮
で

は
あ
る
が
、
『會
報
』
の
一
隅
を
汚
さ
せ
て

戴
く
次
第
で
あ
る
。

（
一
九
二
八
・
一
・
一
認
）

×

×

日
本
山
岳
會
誕
生

の
年
月
に
就
て

冠

　

松

次

郎

『
昭
和
十
二
年
十
二
月
の
『會
報
』
七
一

競
を
見
る
と
、
或
る
集
會
の
席
上
で
、

冠
氏
は
日
本
山
岳
會
の
成
立
を
明
治
三

十
九
年
四
月
と
し
て
講
演
さ
れ
た
と
自

身
記
し
て
居
ら
れ
る
。
賓
の
虎
『
山
岳
』
一

第

一
年
第

一
競
が
明
治
三
十
九
年
四
月
一

に
装
行
さ
れ
、
そ
の
巻
頭
の
設
立
主
旨

書
に
は
四
月
五
日
の
日
附

が
あ

る
篤

め
、
こ
の
時
を
以
て
設
立
さ
れ
た
か
の

様
に
考
へ
易
い
。
だ
が
事
責
は
前
述
の

如
く
で
あ
る
こ
と
、
牛
て
私
が
『
山
岳
』

第
三
十

一
年
第

一
波
に
も
記
し
た
通
り

で
あ
る
。
こ
の
競
を
見
ら
れ
な
い
方
も

あ
る
か
と
い
ふ
懸
念
も
手
博
つ
て
今
こ

ゝ
に
更
め
て
記
す
こ
と
、
し
た
。
今
後

は
會
員
た
る
と
否
と
に
拘
ら
す
こ
の
貼

に
つ
い
て
誤
つ
た
考
を
持
た
れ
な
い
こ

と
を
切
望
す
る
。
殊
に
役
員
ス
は
役
員

た
り
し
方
は
、
姜
起
人
で
あ
る
と
な
い

と
に
拘
ら
す
、　
一
切
の
謬
見
を
捨
て
去

つ
て
戴
き
魔
い
も
の
で
あ
る
。』

こ
れ
は
昭
和
十
二
年

一
月
の
「會
報
」
七

二
競
で
武
田
氏
が
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。

私
は
山
岳
第
二
十
年
二
焼
黒
田
孝
雄
氏

の
「
日
本
山
岳
會
三
十
年
」
と
云
ふ
文
も
、

第
二
十

一
年

一
競
武
田
氏
の

「
山
岳
會
の

成
立
す
る
迄
」
と
云
ふ
文
も
讀
ん
で
を
り

ま
し
た
が
、
ど
う
云
ふ
も
の
か
そ
の
折
に

は
左
程
に
感
じ
な
か
つ
た
の
で
あ

り
ま

す
。
と
こ
ろ
が
今
度
會
報
に
私
の
名
が
出

て
、
そ
し
て

「
謬
見
を
捨
て
去
つ
て
戴
き

魔
い
も
の
で
あ
る
」
と
云
は
オし
た
の
で
は

つ
と
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
謬
見
は

去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
つ
た
か
ら

で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
私
は
何
故
に
、
日
本
山
岳
會

は
明
治
三
十
九
年
四
月
に
成
立
し
た
と
云

ふ
た
か
と
申
し
ま
す
と
、
黒
田
氏
が

「
日

本
山
岳
會
三
十
年
」
で

「（前
を
略
す
）
山

岳
會
設
立
の
主
旨
書
が
登
表
さ
れ
た
の
は

明
治
三
十
九
年
四
月
五
日
の
こ
と
で
あ
る

か
ら
、
そ
れ
を
以
て
日
本
山
岳
會
が
公
に

設
立
さ
れ
た
日
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
」

と
云
は
れ
た
や
う
に
、
私
自
身
も
さ
う
考

へ
て
ゐ
た
ば
か
り
で
な
く
、
山
岳
第

一
年

第

一
競
の
會
報
欄
の
頭
初
に

「
本
會
の
成

立
」
と
云
ふ
題
で

「
山
岳
會
は
成
立
し
た

り

（
中
略
）
今
回
相
諮
り
て
本
會
を
建
て

（
中
略
）
こ
ゝ
に
初
め
て
江
湖
に
見
ゆ
る
に

至
り
た
り
（
後
略
）
」
と
云
ふ
文
を
見
て
ゐ

た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

賞
際
山
岳
第

一
年
第

一
競
を
見
た
方
は

何
人
で
も
山
岳
會
は
そ
の
時
に
獨
立
し
て

成
立
し
、
初
め
て
江
湖
に
呼
び
か
け
た
と

思
は
な
か
つ
た
も

の
は
な
い
と
存
じ
ま

す
。
こ
れ
は
事
責
の
問
題
で
、
あ
の
創
刊

競
を
緒
い
て
見
れ
ば
、
何
人
も
さ
う
首
肯

さ
る
る
と
思
ふ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

筒
山
岳
第
二
年
第
二
性
の
奮
報
欄
の

山
岳
會
第

一
大
會
の
記
に

「
本
會
創
立

以
来
披
に
第
二
年
を
迎
へ
云
々
」
と
云

ふ
の
も
見
逃
せ
な
い
事
柄
だ
と
存
じ
ま

す
武
田
氏
の
御
説
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
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十
八
年
十

一
月
二
十
五
日
刊
行

「
博
物
の

友
」
に
、
「
本
會
（
日
本
博
物
學
同
志
會
）

内
に

「
山
岳
會
卜
稀
ス
ル
一
支
會
設
立
サ

ン
タ
リ
」
と
立
派
に
掲
載
さ
れ
て
あ
る
か

ら
明
治
三
十
八
年
十

一
月
に
結
成
さ
れ
た

と
見
る
可
き
で
あ
る
」
と
云
ふ
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

更
に

「
山
岳
會
に
日
本
の
二
字
を
加
ヘ

た
の
は
明
治
四
十
二
年
六
月
に
獨
立
し
た

時
の
こ
と
で
あ
る
」
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。

さ
う
す
る
と
山
岳
會
は
、
明
治
三
十
八

年
十

一
月
に
日
本
博
物
學
同
志
會
の
一
支

會
と
な
り
、
明
治
四
十
二
年
六
月
に
、
日

本
の
二
字
を
加

へ
、
日
本
山
岳
會
と
改
稀

す
る
迄
、
同
會
の
一
支
會
と
し
て
従
島
し

て
ゐ
た
こ
と
、
な
る
詳
で
あ
り
ま
す
。

明
治
四
十
二
年
六
月
に
日
本
山
岳
會
と

改
稗
さ
れ
獨
立
し
た
と
云
ふ
箇
所
へ
く
る

と
、
私
は
何
だ
か
憂
な
気
持
に
な
つ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

明
治
三
十
九
年
四
月
創
刊
琥
、
山
岳
第

一
年
第

一
琥
に
、
あ
れ
ほ
ど
は
つ
き
り
「
今

回
相
諮
り
て
本
會
を
建
て
…
…
こ
ゝ
に
初

め
て
江
湖
に
見
ゆ
る
…
…
」
と
書
い
て
あ

る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
山
岳
第

一
年
第

一
琥
か
ら
第
四
年
第
二
競

（
明
治
四
十
二

年
六
月
刊
行
）
に
至
る
三
年
餘
の
間
に
は
、

日
本
博
物
學
同
志
會
の
一
支
會
で
あ
る
や

う
な
記
事
は
一
つ
も
見
営
り
ま
せ
ん
。

山
岳
第
四
年
第
二
枕
の
會
報
欄
の
頭
初

に
は

「
山
岳
會
を
日
本
山
岳
會
と
改
稗
し

云
々
…
…
」
と
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
博

物
學
同
志
會
か
ら
獨
立
し
た
と
云
ふ
こ
と

は
全
く
嚢
表
さ
れ
て
を
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
明
治
三
十

九
年
四
月
以
降
、
明
治
四
十
二
年
六
月

に
至
る
間
に
入
會
さ
れ
た
會
員
の
中
に

は
、
山
岳
會
は
日
本
博
物
學
同
志
會
の

一
支
會
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
を
承
知
の

上
入
會

さ
れ
た
方

は
殆

ど
な

か

つ
た

こ

と

ヽ
思

は
れ
ま
す
。

そ
れ

で
私

の
今

日
ま

で
信

じ

て
ゐ
た

こ

と
を
申

し
ま
す
と
、

日
本
博
物
學

同
志
會
あ

中

の
、
山

の
好

き
な
方
逹
と
、
同
じ
趣
味
に
立
つ
他
の
敷

名
の
先
覺
者
と
が
、
山
を
中
心
と
し
て
相

集
ま
り
、
日
本
博
物
學
同
志
會
の
一
支
會

と
し
て
山
岳
會
を
設
立
し
、
雑
誌

「
博
物

の
友
」

へ
山
の
記
文
を
載
せ
て
ゐ
た
。
然

ヽ
ヽ

′
る
に
時
勢
は
山
岳
會
の
販
起
を
促
し
、
こ

の
山
を
愛
す
る
先
覺
者
逹
は
、
萬
難
を
排

し
て
そ
の
氣
運
に
乗
托
し
、
日
本
博
物
學

同
志
會
の
殻
を
脆
し
、
山
岳
會
と
し
て
獨

自
の
立
場
を
以
て
初
め
て
江
湖
に
呼
び
か

く

る

に

至

つ
た

。

そ

れ

が

明

治

三

十

九

年

四

月

頃

で

あ

つ

て
、

四

月

五

日

附

嚢

起

人

の
設
立
主
旨
書
と
な
り
、
雑
誌

の
創
刊
と
な
り
。
両
し
て
そ
の
會
報

の
頭
初
に
「
本
會
の
成
立
」
と
云
ふ
経
過

ヽ

燃

′tr
t

″

ヽ らヾヽヽ

働|`ヽ・′ヽこ

｀ヽ
ハヘ|を ■■4

ヽ
一

ヽ7″
郷 7■

理l“′⌒
1｀ぐ

ミ

。

し

ノ

イ0′

去ダ
こ婁f

“

レ

・

ん
■

囃
山
希
か

られ
哺
ほ
ぅ
．

こ

血
な

か

つ

移
″
／

報
告
、
及
び
装
會
の
辞
風
の
文
字
と
な
つ

て
現
は
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
明
治
三
十
九

年
四
月
こ
そ
獨
立
山
岳
會
と
し
て
哄
々
の

の
導
を
嚢
し
た
日
本
山
岳
會
に
と
つ
て
極

め
て
光
輝
あ
る
紀
念
す
べ
き
登
詳
の
日
で

念 紀 會 餐 晩 迎 途 事 理 奮 新

あ
る
と
信
じ
て
ゐ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
以
上
の
や
う
に
考
へ
て
ゐ
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
創
立
の
常
初
全
く
山
岳
會

と
関
係
な
き
者
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
若
し

私
の
考
が
誤
り
で
あ
つ
た
な
ら
ば
、
そ
の

一謬
一見
を
こ
の
機
■
に
安
心
し
て
訂
正
し
た

い
と
思
ひ
ま
す
し
、
會
員
の
中
に
は
私
と

同
じ
や
う
な
考
を
以
て
ゐ
る
方
々
も
多
分

に
あ
る
と
存
じ
ま
す
か
ら
、
そ
の
人
達
に

も
員
相
を
知
ら
し
め
た
い
と
考

へ
る

の

で
、
何
卒
登
起
人
各
位
の
御
高
見
を
舞
聴

致
し
慶
存
じ
ま
す
。
幸
ひ
と
現
在
で
は
装

起
人
の
大
部
分
の
方
が
御
健
在
で
あ
り
ま

す
か
ら
、
か
う
云
ふ
こ
と
に
は
最
も
よ
い

機
會
だ
と
存
じ
ま
す
。

現
今
の
や
う
に
日
本
山
岳
會
が
斯
界
は

勿
論
、
頗
る
廣
範
園
に
亘
つ
て
重
き
を
篤

し
て
ゐ
る
時
、
そ
の
創
立
の
年
月
を
明
瞭

に
し
て
お
く
こ
と
は
日
本
山
岳
會
自
般
と

し
て
賓
に
緊
要
な
こ
と
で
あ
り
、
又
會
員

と
し
て
も
心
得
お
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
と

存
じ
ま
す
。
私
自
身
と
致
し
ま
し
て
も
常

今
は
よ
く
日
本
山
岳
會
の
生
年
月
を
問
は

れ
ま
す
か
ら
、
こ
の
際
は
つ
き

，
と
し
て

お
き
た
い
と
思
つ
て
こ
の
稿
を
書
い
た
計

で
あ
り
ま
す
。
（
昭
和

一
三
二

・
一
五
）

○

右
に
っ
き
小
島
烏
水
氏
の
御
考
へ
は
左

の
通
り
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
併
せ
て
載
せ

さ
せ
て
頂
き
ま
す

一
、
山
岳
會
の
誕
生
年
月
は
明
治
三
十

八
年
十
一
月

（
又
は
そ
の
一
、
ニ
ケ

月
以
前
の
頃
）

一
、
念
よ
主
旨
書
を
起
草
し
て
名
賓
共

に
山
岳
會
設
立
の
事
賓
を
祗
會
に
獲

表
し
、
設
立
を
貴
質
的
に
確
定
し
た

の
は
明
治
三
十
九
年
四
月

以
上
が
穏
常
で
は
な
い
か
と
小
島
氏
は

申
さ
れ
ま
し
た
。
（
冠
）

}
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θ

厳
多
の
奥
秩
父

茨

木

猪

之

吉

本
年
は
年
頭
挨
拶
も
そ
こ
ノ
ヽ
に
し
て

飛
び
出
し
て
し
ま
つ
た
、
お
正
月
の
事
で

秩
父
電
車
は
土
地
の
人
々
で
満
員
だ
つ
た

が
三
峯
口
に
着
い
て
バ
ス
に
乗
り
換
へ
大

輪
ま
で
に
は
客
は
抄
な
か
つ
た
、
い
つ
も

乍
ら
、
こ
の
街
道
は
針
が
在
つ
て
よ
ろ
し

い
、各
の
陽
は
も
う
傾
い
て
ゐ
る
、崖
下
の

農
家
も
戸
を
聞
め
切
つ
て
人
気
が
な
い
、

晴
天
つ
ゞ
き
で
埃
り
ぽ
い
が
青
氷
が
凍
り

つ
い
て
道
路
に
流
れ
出
し
辻
つ
て
、
難
な

い
、
「
落
合
」
か
そ
の
先
の
「
鶉
手
」
で
泊
る

つ
も
り
だ
つ
た
が
、
時
間
は
充
分
あ
る
の

で
先

へ
と
急
ぐ
、
恰
度

一
緒
に
な
つ
た
道

連
れ
は
輛
澤
へ
蹄
へ
る
人
だ
つ
た
の
で
種

々
訊
ね
た
ら
族
合
は
な
い
が
農
家
で
頼
め

ば
い
く
ら
も
泊
め
て
く
れ
る
と
の
事
で
元

気
を
出
し
て
歩
む
、
道
々
こ
の
奥
の
鍍
山

が
最
近
某
會
祀
の
権
利
に
な
り
事
業
を
旺

ん
に
進
め
て
坑
大
も
大
勢
道
入
つ
て
い
る

と
か
村
で
出
征
兵
士
が
二
名
召
集
さ
れ
た

と
か
執
れ
も
土
地
柄
の
話
だ
つ
た
、
遠
い

千

″争

山
々
も
薄
間
と
な
り
雑
木
山
も
傷
々
し
い

程
に
な
れ
ば
、
中
津
川
は
凍
り
、
そ
の
下

住
か
に
流
れ
音
も
静
か
だ
、
連
れ
の
男
は

立
留
り
、
こ
の
下
が
俺
の
家
で
荷
を
置
い

て
Ｅ
長
の
所
へ
御
案
内
す
る
か
ら
と
降
つ

て
行
か
れ
る
、
二
三
丁
行
く
と
橋
の
傍
に

小
さ
な
離
貨
商
が
あ
つ
て
ラ
ン
プ
の
灯
が

薄
茫
然
り
と
し
て
、
人
口
の
ガ
ラ
ス
障
子

を
開
け
る
と
煩
撻
に
三
人
居
る
、
匠
長
さ

ん
に
紹
介
さ
れ
て
、
す
ぐ
表
三
階
へ
、
少

女
に
案
内
さ
れ
た
、
流
石
に
火
鉢
は
猛
烈

で
、
湯
も
た
ぎ
つ
て
い
る
、
早
速
澁
茶
を

立
て
つ
ゞ
け
に
飲
む
、
抄
し
は
落
ち
付
い

た
氣
持
に
な
る
。

遅
い
晩
飯
は
温
い
、　
ニ
ウ
ム
の
鍋
が
か

け
ら
れ
青
い
葱
の
上
に
赤
い
肉
は
「
馬
」
か

と
思
つ
て
、
聞
い
た
ら
野
麓
だ
そ
う
で
、

そ
う
言
へ
ば
先
程
道
々
の
話
に
四
五
日
前

射
め
た
の
で
未
だ
少
々
は
あ
る
か
も
知
れ

ぬ
と
言
つ
た
が
、
之
れ
だ
な
あ
…
…
と
更

に
珍
ら
し
く
も
あ
り
初
め
て
食
ふ
の
で
心

配
も
あ
つ
た
が
柔
か
く
中
々
甘
か
つ
た
。

ラ
ン
プ
を
清
し
て
床
に
も
ぐ
り
込
む
、

階
下
で
は
Ｅ
長
さ
ん
相
手
に
話
肇
が
頻
り

に
聞

へ
る
が
、
い
つ
か
遠
く
夢
路
に
っ
く
。

寒
い
の
で
限
を
覺
す
、
二
階
の
戸
を
開

け
る
、
霜
が
員
白
だ
、
街
道
は
炭
俵
を
リ

ヤ
ヵ
ｌ
に
、　
つ
ん
で
通
る
、
山
仕
事
に

行
く
若
者
も
あ
つ
た
、
フ
ト
屋
根
下
の
箱

に
大
き
な
木
兎
が
沈
獣
し
て
ゐ
る
、
水
は

抄
な
い
し
湯
の
用
意
は
な
い
の
で
顔
も
洗

は
ず
、
朝
飯
を
そ
こ
ノ
ヽ
に
し
て
出
装
し

た
。朝

の
陽
は
澄
み
渡
り
枯
梗
色
の
空
に
岩

山
涸
葉
林
は
印
象
的
で
特
に
美
し
か
つ
た

こ
の
先
の
仕
事
場
へ
蹄
へ
る
少
年
と

一
緒

に
な
り
、
カ
ン
パ
ス
を
持
つ
て
く
れ
る
、

六
年
生
の
加
藤
學
二
郎
粛
だ
、
中
津
川
映

の
景
勝
地
は
之
れ
か
ら
だ
が
、
別
に
特
別

に
興
趣
も
な
い
が
、
た
ゞ
山
家
の
生
活
や

ら
、
こ
の
峡
谷
を
奥
へ
奥

へ
深
く
行
く
事

が
望
み
だ
つ
た
。

道
下
の
日
向
で
主
婦
が
張
り
物
を
し
て

い
る
、
こ
ゝ
が

「
中
双
里
」
の
部
落
で
釣

り
橋
の
封
岸
に
は
昔
な
が
ら
の
家
が
ま
へ

で
大
き
な
石
を
屋
根
に
の
せ
如
何
に
も
山

國
の
生
活
を
思
は
せ
る
、
軒
下
に
大
鹿
の

皮
が
張
つ
て
千
し
て
あ
る
、
先
年
栃
本
で

も
見
た
が
成
る
程
本
常
に
居
る
の
だ
な
あ

と
思
つ
た
、
幸
ひ
風
も
な
い
の
で
三
脚
を

立
て
た
が
海
々
と
寒
さ
が
迫
つ
て
く
る
自

由
に
筆
が
延
び
な
い
の
で
困
つ
た
、
そ
れ

で
も

「
槍
ケ
岳
」
と
稗
す
る
、
岩
山
と
各

山
を
描
く
、
痩
せ
て
尖
が
つ
た
赤
大
が
頻

り
に
吼
へ
る
の
で
業
に
な
る
、
偶
々
鍍
山

に
行
く
人
と
道
連
れ
に
な
る
が
時
々
振
り

か
へ
つ
て
眺
め
た
リ
ス
ケ
ツ
チ
を
す
る
の

で
獨
り
に
な
る
、
神
流
川
を
越
し
て
中
津

川
の
部
落
が
逢
に
見
え
る
、
午
後
の
光
り

は
背
後
に
村
の
人
々
に
も
出
合
ふ
の
で
山

里
の
感
が
深
い
、
暮
れ
方
例
の
幸
島
家
の

入
口
に
立
つ
て
暫
く
ら
く
は
動
く
事
も
し

な
か
つ
た
。

親
切
な
主
婦
は
奥
の
離
れ
座
敷
は
寒
い

か
ら
茶
の
間
の
煙
撻
に
火
を
入
れ
て
く
れ

る
、
燿
端
に
温
ま
つ
て
い
る
、
大
き
な
鐵

鍋
に
物
凄
い
骨
ば
つ
た
も
の
が
煮
つ
め
て

あ
る
、
小
供
逹
が
た
か
っ
て
頻
り
に
骨
ど

シ
ヤ
ブ
ツ
た
り
肉
切
れ
を
ム
シ
ツ
た
り
し

て
い
る
、兎
か
な
鶏
か
な
、解
ら
な
か
つ
た

が
上
間
の
脇
に
っ
る
し
た
未
だ
生
々
し
い

野
猿
の
皮
か
張
つ
て
あ
る
の
で
、
さ
て
は

ヱ
テ
公
か
そ
れ
に
し
て
も
大
猿
だ
っ
た
、

主
婦
は
提
灯
を
下
げ
て
風
呂
場
へ
案
内
し

て
く
れ
る
、
星
が
降
る
よ
う
だ
、
明
日
も

晴
天
で
何
よ
り
有
難
た
い
と
喜
ぶ
。
廣
い

居
間
の
片
隅
の
煙
撻
へ
お
さ
ま
つ
て
例
の

猿
の
ス
ー
プ
で
煮
た
大
根
汁
は
少
々
不
氣

味
だ
つ
た
が
錐
詰
の
御
馳
走
よ
り
は
好
奇

心
を
そ
ゝ
つ
て
、
ラ
ン
プ
の
下
で
の
温
か

い
晩
飯
は
う
れ
し
か
つ
た
。

暗

い
室
に
は
お
正
月
の
書
き
初
め
が

一

面
に
張
ら
れ
「
明
る
い
日
本
」
「
は
っ
日
の

光
」
皇
統
何
々
の
漢
字
は
五
年
生
か
、重
鮭

が
数
十
ブ
ラ
下
り
賣
薬
の
袋
も
時
代
色
し

て
同
じ
く
、
神
棚
に
は
松
の
枝
に
蜜
柑
を

さ
し
、
時
々
子
供
が
ね
ら
つ
て
い
る
、
蓄

音
機
は
進
軍
の
歌
や
流
行
歌
も
ま
ざ
つ
て

ギ
イ
ノ
ヽ
や
り
出
す
賑
や
か
さ
で
如
何
に

も
田
合
の
お
正
月
の
業
し
さ
を
感
じ
る
。

こ
ゝ
か
ら
猫
ほ
奥
深
く
三
國
峠
越
し
、

信
濃
澤
で
雲
も
深
く
凍
つ
て
尾
根
の
登
り

口
で
頗
る
困
難
し
て
信
州

「
梓
山
」

へ
出

た
ら
急
に
文
明
開
化
と
な
り
明
る
く
な
つ

た
。

招

古

木

山

谷

博

夏
な
ら
い
ざ
し
ら
す
春
秋
に
京
都
か
ら

一
日
二
日
で
ゆ
け
る
二
千
米
級
の
山
と
し

て
木
曾
駒
と
恵
那
山
が
あ
り
ま
す
。
殊
に

前
者
は
日
曜

一
日
登
山
と
し
て
私
逹
の
年

中
行
事
の
や
う
に
な
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
五

月
下
旬
の
大
降
雲
に
汽
車
賃
を
納
め
に
丈

行
っ
た
や
う
な
惨
な
こ
と
も

一
二
魔
あ
り

ま
し
た
が
旨
く
ゆ
く
と
大
抵
更
に
費
創
迄

足
を
の
ば
し
て
ゐ
ま
す
。
又
或
る
年
の
十

月
末

（
世
か
昭
和
六
年
）
朝
七
時
に
駒
の

上
に
立
っ
た
獨
り
歩
き
の
足
早
さ
か
ら
、

漿
恭
頭
の
鞍
部
を
常
時
未
だ
知
ら
れ
て
ゐ

な
い
正
澤
谷
本
谷
へ
降
つ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
と
き
は
そ
の
少
し
前
に
京
大

の
人
達
に
よ
つ
て
紹
介
せ
ら
れ
た
細
澤
の

大
瀧
迄
湖
つ
て
来
る
餘
裕
が
あ
つ
た
程
で

し
た
。

こ
れ
等
の
山
の
他
に
同
じ
山
脈
中
に
今

度
行
っ
た
招
古
木
山

（
二
二
〇
〇
米
）
を

更
に
加
え
得
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
し

た
。
こ
の
山
は
南
駒
と
恵
那
山
の
中
間
に

あ
り
、
三
留
野
か
ら
伊
那
飯
田
行
き
乗
合

パ
ス
の
途
中
大
手
か
ら
牛
日
で
登
れ
る
山

で
す
。

滅
多
に
得
ら
れ
ぬ
二
日
間
の
体
み
に
恵

那
山
へ
登
ら
う
と
思
つ
た
の
を
、
途
中
か

ら
氣
を
か
え
て
こ
の
見
棄
て
ら
れ
た
、
し

か
も
大
憂
と
り
つ
き
易
す
相
な
こ
の
山
に

行
き
た
く
な
り
、
又
そ
れ
を
眺
望
す
る
こ

と
の
私
に
大
好
き
な
あ
の
豪
宕
な
赤
石
、

翼
の
連
嶺
を
出
来
る
丈
員
正
面
か
ら

一
日

眺
め
た
か
つ
た
か
ら
で
も
あ
り
ま
し
た
。

二
二
日
は
路
探
し
に
宿
に
荷
物
を
放
り
出

し
た
ま
ゝ
谷
の
奥
ヘ
ア
ザ
ミ
ガ
岳

（
二
〇

二
七
米
）
と
の
分
岐
黙
迄
湖
り
、
夕
方
は

村
の
東
方
の
一
四
九
九
米
へ
表
を
か
き
わ

け
て
折
柄
員
西
に
夕
焼
け
す
る
赤
石
、
製

を
飽
か
す
眺
め
て
暮
し
ま
し
た
。
二
三
日

六
時
出
装
。
招
鉢
山

（
二
一
六
八
米
）
か

ら
ア
ザ
ミ
ガ
岳
へ
廻
る
積
り
で
本
谷
の
右

谷
を
登
り
ま
し
た
が
小
さ
な
瀧
の
連
績
に
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は

一
寸
て
こ
す
り
ま
し
た
。
何
分
雲
が
カ

ン
ノ
ヽ
に
し
ば
れ
て
靴
の
エ
ヅ
ヂ
を
て
ん

で
受
け
っ
け
ま
せ
ん
の
で
。
ア
イ
ゼ
ン
と

ビ
ツ
ケ
ル
代
り
に
途
中
で
拾
つ
た
本
の
枝

に
も
の
を
い
は
せ
て
招
鉢
山
に
十
一
時
。

生
憎
頂
で
は
猛
烈
な
吹
雲
。
招
古
木
も
二

つ
薙
も
見
え
る
も
の
か
わ
。
晴
れ
て
を
れ

ば
駒
連
峯
に
御
岳
へ
の
眺
望
が
素
晴
し
く

楽
し
め
ま
し
た
ら
う
に
。
暖
い
谷
間
に
逃

げ
こ
む
と
今
更
縦
走
す
る
氣
も
起
ら
す
尾

根
を
こ
え
て
瀧
の
無
い
左
谷
を
降
り
ま
し

た
が
降
り
は
速
い
も
の
、
リ
ユ
ツ
ク
サ
ツ

ク
の
中
の
目
覺
時
計
が
引
返
す
豫
定
時
刻

の
一
時
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
け
た
、
ま
し
く

鳴
る
頃
に
は
東
澤
も
す
ぎ
て
炭
焼
き
の
親

爺
と
戦
争
の
話
に
花
を
喚
か
せ
て
ゐ
ま
し

た
。　
一
時
牛
野
村
。
直
ち
に
バ
ス
に
乗
つ

て
詩郎
一ふ
。

期
待
し
て
ゐ
た
御
料
林
の
名
に
し
負
ふ

蛭
の
棲
家
と
い
は
れ
た
こ
の
山
の
樹
林
も

製
紙
工
業
の
材
原
と
し
て
全
く
無
惨
に
伐

り
荒
さ
れ
て

（
東
澤
の
出
合
迄
は
ト
ロ
ツ

コ
道
さ
え
つ
い
て
ゐ
ま
す
）
今
は
頂
上
附

近
を
残
す
外
企
山
殆
ん
ど
篠
山
と
な
つ
て

ゐ
ま
す
。
私
の
行
つ
た
時
は
上
惜
企
國
的

な
暖
氣
と
降
雨
の
篤
に
村
で
雲
量

一
尺
餘

り
、
且
経
日
靴
で
歩
き
ま
し
た
が
、
ノ
ル

マ
ル
な
天
候
で
は
此
頃
充
分
ス
キ
ー
が
楽

し
め
る
山
だ
と
思
ひ
ま
す
。

南
ア
ザ
ミ
ガ
岳
へ
登
る
谷
（
イ
イ
サ
コ
）

か
ら
本
谷
が
更
に
上
で
左
右
に
岐
れ
る
迄

は
地
同
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
よ
り
も
可
成
り

遠
い
様
で
す
。

（
三
八
・
Ｔ
二
五
）

新

刊

紹

介

■
一Ｃ
ｍ
ｒ

”
“
諄
【の
Ｏ
ｍ
Ｏ
¨
同
く
の
【①
∽
”
¨

、日́
ｒ
〇
一ｒ】●
い
口
一りＦ
の
０
」Ｐ
・魚
く
の
口
絆‘
嗜０
・

【
一
・ｕ
〉〈
Ｎ
０

０
●
〕
・
０
「
・　
Ｎ
∞
∞
・
り萬
”
０
い
Ｎ
・

一『
す
ｏ
”Ｏ
ｍ
『
”
鬱
Ｆ
り
の
∞
・
【
円
Ｏ
魚
鮎
０
ヽ
　
一で

∽
”Ｏ
●
”
ｒ
”ｏ
●
・　
】
」ｏ
　
ユ
ｏ
５
ｏ　
Ｈ
Ｏ
∞
ヾ
・

エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
遠
征
記
が
こ
れ
で
五
冊

積
み
重
ね
ら
れ
た
。
田
邊
主
計
さ
ん
が
ど

こ
か
で

日
お
お
り”
０
”
ｆ
Ｏ『＆
・
が
出
版

さ
れ
る
の
は
何
時
の
こ
と
か
と
云
ふ
意
味

の
こ
と
を
云
は
れ
た
が
、　
一
九
二
六
年
度

の
遠
征
報
告
が
未
だ
に

へ崎
Ｆ
ｏ
Ｃ
・
Ｆ
お
ｒ

＆

＞
？
８
言
お
こ
と
銘
打
た
ね
ば
な
ら
な

か
つ
た
こ
と
は
、
遠
征
除
自
身
は
勿
論
、

英
本
国
で
も
意
外
と
し
た
こ
と
だ
ら
う
。

こ
の
遠
征
除
が

一
九
二
三
年
度
と
同
じ

ラ
ト
レ
ツ
ヂ
除
長
の
下
に
更
に
優
秀
な
メ

ム
バ
ー
を
蒐
め
て
期
す
る
と
こ
ろ
あ
つ
て

出
掛
け
た
に
不
拘
、
今
迄
の
遠
征
除
の
い

づ
れ
よ
り
も
前
進
し
得
な
か
つ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
既
に
今
更
言
ふ
迄
も
な
い
こ
と
・

だ
が
、
そ
の
不
成
功
に
経
つ
た
遠
征
の
記

録
に
封
し
て
は
賞
の
と
こ
ろ
吾
々
は
一
九

二
三
年
度
の
遠
征
報
告
程
の
期
待
を
抱
く

わ
け
に
は
行
か
な
か
つ
た
。事
賞
ノ
ー
ス
・

コ
ル
で
撃
退
さ
れ
た
遠
征
で
は
何
等
新
し

い
事
賓
を
知
る
よ
し
も
な
い
と
思
つ
て
居

た
か
ら
で
あ
つ
た
。
し
か
し
山
の
本
と
い

ふ
も
の
は
妙
な
も
の
で
、
た
と
へ
敗
北
の

報
告
で
あ
つ
て
も
山
が
山
だ
け
に
ひ
ど
く

面
白
い
ば
か
り
で
な
く
、
敗
戦
で
あ
る
程

常
事
者
は
深
く
内
省
す
る
機
會
を
興
へ
ら

れ
る
の
で
、
こ
の

へ■
Ｆ

Ｃ
●
Ｆ
堕
】ａ

＞
？
８
〓
お
こ
　
は
過
去
四
冊
の
エヽ
ヴ
エ
・レ

ス
ト
・
ク
ラ
ン
ツ
ク
ス
と
肩
を
並
べ
て
立

派
に
存
在
し
得
る
こ
と
を
知
つ
て
む
し
ろ

驚
い
た
の
で
あ
つ
た
。

こ
の
本
で
は
ラ
ト
レ
ツ
デ
除
長
は
第

一

部
の
Ｚ
〓
３
〓
くの
を
自
ら
執
筆
し
、
第
二

部
の

Ｏ
げ
澪
１

，
■
９
り
で
は
左
の
や
う
な

分
措
で
夫
々
報
告
を
行
つ
て
居
る
。

乱
に
　
Ｗ
●
Ｒ
●
ス
ミ
ジ
●
ウ
イ
ン
ド
ハ

身

易

　

ム

健
康
　
Ｇ
・
ノ
エ
ル
ｏ
ハ
ム
フ
リ
ー
ス

生
理
　
Ｃ
ｏ
Ｂ
ｏＭ
・
ウ
オ
ー
レ
ン

離
い一菜
　
Ｃ
ｏ
Ｂ
ｏＭ
・
ウ
オ
ー
レ
ン

魔
。，ユ
　
Ｗ
ｏＲ
●
ス
ミ
ジ
●
ウ
イ
ン
ド
ハ

彙
日疑
　
ど

探
集
　
Ｇ
・
ノ
エ
ル
・
ハ
ム
フ
リ
ー
ス

エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
の
地
方
名

Ｅ
・Ｇ
Ｑ
Ｈ
ｏ
ケ
ム
プ
ノ
ン

そ
し
て
第
二
部
に
は
今
迄
の
報
告
で
は
各

虎
に
挿
入
さ
れ
て
居
た
篤
員
を

一
ま
と
め

に
し
て
す
ば
ら
し
い
篤
員
六
十
三
葉
を
網

版
で
片
面
印
刷
と
し
た
。

こ
の
篤
員
を

『
ｏ■Ｓ
ｏ〓
と
し
て
纏
め

た
の
も
い
ゝ
が
、
ま
づ
こ
の
本
を
縦
い
て

オ
ャ
と
思
つ
た
の
は
タ
イ
ト
ル
頁
の
前
の

七
頁
に
わ
た
る
隊
員
の
髪
む
ぢ
や
ら
な
顔

の
鉛
筆
素
描
で
あ
つ
た
。
こ
れ
が
隊
員
オ

ー
リ
ヴ
ア
の
餘
技
で
あ
る
と
は
日
次
を
見

て
知
つ
た
の
だ
が
、
こ
の
特
色
の
あ
る
頁

を
縦
い
て
ま
づ
こ
り
や
今
度
の
報
告
も
相

常
な
も
の
だ
ぞ
と
何
と
は
な
し
に
考
へ
た

の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
程
こ
の
素
描
の
頁
に

は
何
と
も
云
へ
ぬ
い
ゝ
氣
分
が
た
ゞ
よ
つ

て
居
る
。

ラ
ト
レ
ツ
ヂ
除
長
の
筆
に
な
る
本
文
を

讀
ん
で
行
く
と
無
理
解
な
世
論
に
封
す
る

抗
議
、
登
山
祗
會
で
の
色
々
の
批
剣
に
封

す
る
駁
論
等
が
か
な
り
多
く
、
エ
ヴ
エ
レ

ス
ト
ヘ
遠
征
除
を
送
つ
て
居
る
登
山
祗
會

の
パ
ツ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
覗
け
る
や
う
な

感
が
し
て
興
味
深
い
。

ラ
ト
レ
ツ
ヂ
の
言
に
よ
れ
ば
こ
の
三
六

年
度
の
遠
征
除
は
装
備
の
難
で
は
三
二
年

と
比
較
に
な
ら
ぬ
程
す
ぐ
れ
て
居
り
、
最

後
の
攻
撃
メ
ム
バ
ー
を
高
虎
露
誉
で
疲
れ

し
め
ぬ
や
う
な
心
や
り
も
細
く
行
届
い
て

居
た
に
も
拘
ら
ず

一
つ
と
し
て
賞
際
の
役

に
立
て
す
に
し
ま
つ
た
の
は
残
念
だ
つ
た

と
い
ふ
。
登
攀
の
作
戦
に
つ
い
て
は
パ
ー

テ
イ
の
大
小
の
問
題
に
し
ろ
、
攻
撃
時
期

の
問
題
に
し
ろ
、
何
等
訂
正
の
必
要
を
認

め
ず
、
三
六
年
の
敗
戦
は
専
ら
悪
天
候
に

存
し
た
と
断
言
し
て
、
エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
の

登
頂
に
は
志
す
何
割
か
の
運
が
件
は
な
け

れ
ば
駄
日
だ
と
云
ふ
こ
と
を
繰
返
し
て
主

張
し
て
居
る
。

三
三
年
の
報
告
で
ラ
ト
レ
ツ
ヂ
は

「
エ

ヴ
エ
レ
ス
ト
は
必
ず
登
り
得
る
」
と
確
信

を
以
て
云
つ
て
居
る
だ
け
に
、
彼
の
生
涯

で
最
後
の
こ
の
エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
遠
征
を

弓
Ｆの
Ｃ
“
Ｆ
〓
″＆

＞
？
８
言
『ｏ

と
し
た

こ
と
は
一
生
の
心
残
り
で
あ
つ
た
ら
う
。

本
年
西
洋
流
で
五
十
二
歳
の
彼
は
こ
の
遠

征
の
直
後
引
退
を
尊
明
し
て
餘
生
を
彼
の

愛
す
る
ヨ
ツ
ト
で
槃
し
む
の
だ
と
云
つ
た

が
、
こ
の
本
の
序
文
は
既
に
そ
の
言
の
通

り
彼
の
コ
ツ
ト

調ヽ
ｅ
ｂ
Ｏ
お
‥
艇
上
で
執
筆

さ
れ
て
居
る
。
こ
の
よ
き
報
告
書
は
従
つ

て
彼
の
業
蹟
を
記
念
す
る
金
字
塔
と
し
て

の
輝
き
を
立
派
に
放
つ
も
の
を
云
ふ
べ
き

で
あ
ら
う
。
　
　
　
　
　
　
（
島
田
）

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
於
け
る
特
記
す
べ

き
山
行

ヘヘ＞
‘
「
バ
‘
口
鮨
Ｆ
Ｆ
・
一

ヨ̈

Ｈ
出
ヨ
Ｌ
こ
”
ご

く
０

，

「
．”
“
】
”
・”
“
０
■
１
∽
】目

Ｏ̈
】ｏ
Ｆ
“
　
●
●
働

Ｚ
．”
目
的
”

「
”
ユ
）”
一―
―

目
”́
”　
“
”
“

∽
Ｏ
Ｆ
一の
だ
い
ｐ
】
●
０

，
”
い
Ｏ
ｒ
①
『

“
●
『
”
じ
”の
】”
①
【

最
近
パ
ウ
ア
ー
は
英
の
ス
マ
イ
ス
と
競

争
し
て
ゐ
る
の
か
ど
う
か
知
ら
な
い
が
盛

ん
に
本
を
出
す
、
ス
マ
イ
ス
の
場
合
は
又

か
と
思
ふ
事
が
よ
く
あ
る
が
バ
ウ
ア
ー
の

場
合
は
決
し
て
そ
ん
な
風
に
考
へ
た
事
が

な
い
、
之
は
矢
張
り
其
の
。地
味
な
書
き
振

り
に
あ
る
の
ぢ
や
な
い
か
と
思
ふ
。

さ
て
今
度
の
パ
ウ
ア
ー
の
著
た
る
此
の

ぃぃ＞
“「
バ
ロ”
働
Ｆ
】〓
”
【ヨ

Ｈ出
ヨ
Ｌ
こ
叱
．　
は

其
の
副
題
に
も
あ
る
通
り

一
九
三
六
年
に

於
け
る
シ
ニ
オ
ル
チ
ュ
ー
の
登
頂
と

一
九

三
七
年
の
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ー
ト
事
件
の

企
機
及
び
シ
ン
ヴ
ウ
群
峯
の
一
角
た
る
北

東
峯

（
六
五
四
五
米
突
）
に
突
撃
し
た
時

の
事
情
等
が
主
た
る
内
容
と
な
つ
て
ゐ
る

の
で
シ
ニ
オ
ル
チ
ユ
ー
の
方
は
昨
年
の
ナ

ン
ガ
・
パ
ル
バ
ー
ト
で
敢
え
な
き
最
後
を

途
げ
た
除
員
中
の
ギ́
ュ
ン
タ
ー
・
ヘ
ツ
プ

及
び
カ
ー
ル
・
ヴ
イ
ー
ン
の
日
記
を
基
礎
．

に
、
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ー
ト
事
件
の
方
は

大
部
分
ゥ
ル
リ
ツ
ヒ
●
ル
フ
ト
に
よ
つ
て

ゐ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
パ
ウ
ア
ー
著
と
い

ふ
よ
り
編
と
云
つ
た
方
が
正
し
い
か
も
知

れ
な
い
。

フ
レ
ツ
シ
ユ
フ
イ
ー
ル
ド
に
よ

つ
て

「
世
界
で
最
も
美
し
い
氷
の
山
」
と
折
紙
づ

け
ら
れ
た
シ
ニ
オ
ル
チ
ユ
ー

（
六
八
九

一
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米
突
）
、
そ
れ
が
几
ゆ
る
角
度
か
ら
撮
影
さ

れ
て
吾
々
の
限
の
前
に
現
は
れ
た
の
は
此

の
書
を
以
て
晴
矢
と
す
る
で
あ
ら
う
。
第

四
十
四
番
目
に
あ
る
ア
ド
ル
フ
・
ゲ
ツ
ト

ナ
ー

（（伐
も
ナ
ン
ガ
に
逝
つ
た

一
人
だ
）

と
カ
ー
ル
・
ヴ
イ
ー
ン
の
二
人
が
三
角
頂

の
一
面
を
蟻
の
様
に
登
つ
て
行
く
篤
員
、

制
ぎ
落
し
た
様
な
左
側
の
氷
壁
、
細
い
氷

稜
に
つ
け
ら
れ
た
二
人
の
シ
ュ
プ
ー
ル
、

澄
み
切
っ
た
碧
空
に
捲
き
上
る
主
峯
の
雪

煙
ら
し
い
も
の
、
山
を
愛
す
る
男
と
し
て

此
の
篤
員
を
見
て
胸
に
追
る
何
も
の
か
を

感
じ
得
ぬ
者
が
あ
ら
う
か
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ

行
く
望
み
は
な
く
と
も
こ
う
い
ふ
篤
員
を

じ
つ
と
見
て
居
て
日
頭
の
熱
く
な
る
自
分

は
矢
張
り
幸
扁
な
人
間
の
一
人
で
あ
る
事

を
つ
く
ス
ヽ
と
感
謝
す
る
の
で
あ
る
。

最
後
の
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ー
ト
の
章
は

前
に
も
云
つ
た
様
に
昨
年
行
は
れ
た
も
の

ゝ
全
機
的
の
報
告
で
あ
つ
て
パ
ウ
ア
ー
の

手
記
は

一
部
日
本
の
新
聞
に
も
連
載
さ
れ

た
と
覺
え
て
ゐ
る
。
シ
ム
ラ
装
の
ロ
イ
タ

ー
通
信
を
信
す
る
事
の
出
来
な
か
つ
た
バ

ウ
ア
ー
達
の
心
境
に
は
賞
際
同
情
せ
ざ
る

を
得
ぬ
。

兎
に
角
此
の
本
は
一
九
二
六
年
に
行
は

れ
た
世
界
で
最
も
美
し
い
氷
の
山
と
し
て

の
シ
ニ
オ
ル
チ
ユ
ー
登
頂
と
世
界
山
岳
史

上
最
も
悲
惨
な
る
出
来
事
と
な
つ
た
ナ
ン

ガ
・
パ
ル
バ
ー
ト
獨
逸
遠
征
除
の
最
後
ま

で
の
経
緯
を
知
る
に
は
最
も
い
ヽ
本
で
あ

る
事
を
こ
ゝ
に
付
け
加
へ
て
下
手
な
紹
介

文
を
経
ろ
う
と
思
ふ
。
　

　

（
吉
澤
）

會

員

通

信

上
海
職
線
よ
り

今
年
は
大
部
寒
む
さ
う
で
す
か
ら
楽
し

い
各
が
過
せ
る
事
で
せ
う
。
小
生
数
日
間

の
船
中
の
生
活
を
経
り
某
地
に
上
陸
。

曖
い
と
思
つ
た
常
地
も
大
陸
的
に
夜
問

は
相
常
冷
込
み
、
蒻
根
入
の
シ
ュ
ラ
ー
フ

ザ
ツ
ク
や
員
綿
の
チ
ョ
ツ
キ
、
ス
キ
ー
手

袋
靴
下
等
山
の
道
具
が
大
い
に
役
に
立
ち

ま
す
。

只
今
宙
地
の
有
名
な
建
物
の
附
近
に
宿

誉
、
某
ア
パ
ー
ト
の
跡
を
占
領
南
面
の
玄

開
口
に
日
向
ボ
ツ
コ
を
し
て
ゐ
ま
す
。
仕

事
の
な
い
時
は
寅
に
ノ
ン
ピ
リ
し
た
も
の

で
、
砲
肇
も
な
く
、
素
晴
し
い
青
空
に
時

々
我
が
飛
行
機
が
快
い
音
を
立
て
、
ゐ
る

の
み
。
諸
兄
の
御
健
康
を
所
り
つ
ヽ
。

十
三
年

一
月
七
日
着
信

上
海
派
遣
軍
　
岡

本

勝

二

富
一　
　
士
　
　
山

拝
啓
　
先
日
は
久
し
振
り
に
て
會
員
大

會
に
出
席
、
和
や
か
な
氣
分
を
満
喫
帰
宅

致
候
。
十
二
月
二
十
一
日
富
士
山
行
出
資

⌒

『 1′
a

元
旦
吉
田
口
五
合
日
清
。
二
日
精
々
張
風

中
を
登
頂
、
十
二
時
三
十
三
分
久
須
志
紳

祗
に
参
井
。
頂
上
に
て
落
合
ひ
候
松
浦
、

佐
々
木
雨
氏
と
共
に
八
合
日
ま
で
一
緒
に

下
山
、
七
合
目
邊
よ
り
大
暴
風
に
追
は
れ

つ
ゝ
放
々
の
態
に
て
小
合
に
野
着
。
三
日

下
山
。
甲
府
附
近
よ
り
望
め
る
夕
陽
の
富

士
は
一
際
同
想
の
念
を
か
き
立
て
申
し
候

一
月
十
日
　
　
　
小

池

文

雄

正
月

の
富

士
行

會
員
額
田
敏
、
長
沼
重
雨
氏
と
共
に
、

正
月
二
日
よ
り
四
日
　
吉
田
口
方
面
よ
り

富
士
山
に
山
行
を
試
み
た
る
際
の
状
況
を

通
信
致
候
。

一
長
沼
氏
十
二
月
二
十
九
日
先
獲
、
運
搬

の
任
に
宙
り
荷
物
を
小
御
岳
紳
祀
附
近
に

指
ぎ
揚
ぐ
、
額
田
氏
と
小
生
は
元
日
出
壺

二
日
五
合
小
屋
に
て
長
沼
氏
と
會
し
午
後

三
時
頃
紳
祗
よ
り
約

一
〇
〇
米
登
り
た
る

地
鮎
に
テ
ン
ト
を
張
り
談
笑
に
夜
を
更
し

候

（
氣
温
は
最
低
零
下
十
八
度
）

三
日
は
テ
ン
ト
滞
在
、
朝
吹
き
す
さ
ぶ

風
の
合
間
に
小
鳥
の
哺
葬
を

一
二
同
聞
き

及
び
中
候
、
こ
の
夜
も
遅
く
ま
で
談
じ
馴

か
睡
眠
不
足
と
相
成
機

（
最
低
零
下
二
十

度
）四

日
頂
上
め
ざ
し
て
出
資
、
寒
氣
張
さ

快
晴
に
、
小
御
岳
流
を
約
二
〇
五
〇
米
迄

湖
り
左
岸
に
出
づ
こ
の
附
近
よ
り
寒
風
漸

く
猛
烈
と
な
り
敷
々
奥
き
飛
ば
さ
れ
相
に

な
る
、我
慢
し
て
約
一一
、
四
〇
〇
米
ま
で
ね

ば
り
候
ひ
し
も
途
に
問
口
た
れ
引
返
し
申

候
、
富
士
山
と
し
て
は
決
し
て
激
し
き
風

と
は
言
ひ
難
か
り
し
も
、
最
も
風
宙
り
張

き
ル
ー
ト
を
探
り
し
篤
か
或
は
小
生
等
の

心
臓
蒻
か
り
し
鶯
か
兎
に
角
見
事
迫
返
さ

れ
中
候
、
婦
途
三
〇
〇
〇
米
附
近
に
て
故

意
の
滑
落
に
よ
る
ザ
イ
ル
確
保
の
練
脅
若

干
、
ビ
ツ
ケ
ル
を
雲
中
に
突
き
さ
し
て
の

ジ
ツ

ヘ
ル
は
大
し
た

る
傾
斜
で
な
く
と

も
、
殆
ん
ど
数
果
な
き
こ
と
を
つ
く
ム
ヽ

感
じ
中
候

（最
低
零
下
二
十
三
度
）

五
日
常
念
ま
で
遠
望
さ
る
ゝ
好
天
氣
荷

を
ま
と
め
て
下
山
致
候
。

テ
ン
ト
は
前
室
付
屋
根
形
三
人
用
大
部

分
二
重
張
と
な
せ
る
も
夏
季
用
を
改
造
し

た
る
あ
ま
り
上
等
な
ら
ざ
る
も
の
、
下
敷

は
コ
ル
ク
マ
ツ
ト
ン
ス
或
は
毛
皮
、
炊
事

は
石
油
コ
ン
ロ
及
コ
ツ
ヘ
ル
に
依
り
、
食

料
品
中
主
食
は
餅
を
使
用
致
候
殊
に
外
出

中
蓋
食
に
は
雑
煮
を
用
ひ
候
之
は
ア
ル
マ

イ
ト
製
、
水
の
漏
ら
ざ
る
容
器
に
雑
煮
を

入
れ
之
を
小
懐
燒
と
共
に
袋
に
納
め
た
る

も
の
に
し
て
五
六
時
間
は
相
常
の
温
度
を

保
ち
何
時
も
パ
ン
を
充
分
に
食
し
得
ざ
る

人
だ
と
つ
て
は
登
攀
中
の
書
食
方
法
と
し

て
か
な
り
有
数
か
と
存
候
。

単
に
幕
誉
三
晩
に
し
て
、
引
揚
げ
し
は

馴
か
物
足
り
な
き
感
有
之
候
ひ
し
も
、
時

局
柄
餘
暇
の
得
ら
れ
ざ
る
昨
今
之
も
止
む

を
得
ざ
る
こ
と
、
諦
め
申
候
。

名
須

川
　
渡

各

山

通

信

一　
皆
様
、
お
互
に
非
常
時
局
下
で
御
多
忙

一の
事
と
存
じ
ま
す
、
そ
れ
で
ス
キ
ー
や
山

一に
登
る
に
も
多
少
心
が
ひ
け
る
様
で
、
興

一味
本
位
の
虎
は
成
る
べ
く
避
け
魔
い
様
な

一又
そ
の
様
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
様
な
気

持
も
致
し
ま
す
。
そ
こ
で
北
支
邊
り
で
活

躍
さ
れ
て
ゐ
ら
れ
る
辮
兵
其
他
の
人
々
の

寒
苦
を
思
ひ
浮
べ
る
に
充
分
な
、　
一
つ
は

以
て
銃
後
の
心
身
訓
繰
と
も
な
る
様
な
虎
「

を
と
考
へ
ま
し
た
末
、
富
士
山
へ
天
幕
行

を
試
み
ま
し
た
。

一
月

一
日
か
ら
會
員
名
須
川
渡
、
長
澤

重
雨
氏
の
膜
尾
に
ふ
し
て
吉
田
日
か
ら
小

御
岳
の
少
し
上
、
森
林
帯
の
境
に
天
幕
を

張
り
三
泊
、
零
下
二
十
幾
度
と
謂
ふ
寒
氣

を
し
み
ム
ヽ
と
味
ひ
、
二
つ
富
士
特
有
の

張
い
風
に
晒
ら
さ
れ
て
、
想
ひ
を
北
支
、

北
満
の
空
に
走
せ
、
う
た
た
襟
を
正
し
て

彼
方
を
奔
み
、
皆
様
の
武
運
長
久
を
お
所

り
致
し
ま
し
た
。

會
員
の
多
く
の
方
が
御
国
の
鶯
め
、
彼

の
地
で
、
且
つ
て
は
山
で
銀
へ
ら
れ
た
鐘

の
如
き
熊
の
如
き
身
を
以
つ
て
大
い
に
活

躍
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
思
ふ
時
に
は
、
不

幸
我
等
兵
除
に
な
る
の
資
格
な
き
も
の
は

ま
こ
と
に
額
愧
に
堪

へ
ら
れ
ま
せ
ん
′
両

し
萎
縮
し
て
は
な
ら
ぬ
と
、
歳
と
れ
る
身

を
も
省
み
す
、
こ
の
様
な
事
な
ど
致
し
て

せ
め
て
も
の
あ
さ
ら
め
と
し
、
又
、
銃
後

の
訓
練
に
と
、
心
掛
け
て
ゐ
る
久
第
で
御

座
い
ま
す
。

皆
様
の
御
奮
向
を
所
り
ま
す
。

額
　
田
　
　
敏

美
ケ
原
か
ら
蓼
科
高
原

正
月
は
あ
ま
り
人
ご
み
の
し
な
い
と
こ

ろ
へ
と
思
つ
て
、
美
ケ
原
か
ら
霧
ケ
峯
、

蓼
科
高
原
へ
軽
い
山
稜
の
ス
キ
ー
・
ハ
イ

キ
ン
グ
に
出
懸
け
て
参
り
ま
し
た
。

美
ケ
原
へ
登
る
に
は
澤
山
の
ル
ー
ト
が
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あ
り
ま
す
が
、
私
は
最
も
近
く
、
最
も
安

全
な
、
上
和
田
か
ら
野
々
入
川
滑
ひ
の
ル

ー
ト
を
選
び
ま
し
た
。
こ
の
道
は
吹
雲
の

日
で
も
決
し
て
危
険
が
あ
り
ま
せ
ん
パ
上

和
国
か
ら
山
本
小
屋
ま
で
十
一
・
五
粁
）
。

山
本
小
屋
に
は
美
ケ
原
の
開
拓
者
、
山

本
俊

一
老
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
居
り
ま
す

一
轍
だ
が
、
そ
れ
丈
け
熱
心
で
親
切
な
男

で
す
。
我
々
に
サ
ー
ヴ
イ
ス
す
る
篤
め
に

豚
を

一
匹
背
負
上
げ
て
、
壽
喜
焼
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
う
で
す
ネ
、
あ
れ
で
お

客
が
二
十
名
近
ぐ
あ
り
ま
し
た
で
せ
う
。
「

開
山
以
来
初
め
て
の
販
か
な
お
正
月
だ
と

中
し
て
居
り
ま
し
た
。

氣
温
が
寒
く
、
毎
日
零
下
二
十
度
前
後

で
し
た
。
で
す
か
ら
雲
質
も
極
め
て
良
好

で
す
。
三
日
に
上
つ
て
、
四
日
の
日
は
工

ケ
鼻
か
ら
武
石
峰
の
方
へ
遊
び
に
行
つ
て

参
り
ま
し
た
。
多
少
風
は
あ
つ
た
が
素
晴

ら
し
い
天
氣
で
し
た
の
で
、
午
後
も
一
息

入
れ
て
か
ら
物
見
石
山
へ
出
掛
け
ま
し
た

五
日
は
稀
に
見
る
日
本
晴
れ
で
、
そ
れ

こ
そ
微
風
だ
に
な
い
穏
か
な
日
で
し
た
。

我
々
は
豫
定
通
り
、
茶
臼
山
か
ら
扉
峠

・

三
峰
山
を
経
て
和
田
峠
へ
の
山
稜
を
漫
歩

い
た
し
ま
し
た
。
未
だ
雲
が
足
り
な
い
篤

め
に
岩
の
露
出
し
た
と
こ
ろ
が

一
、
二
笛

所
あ
り
ま
し
た
が
、
何
し
ろ
あ
た
り
の
展

望
が
素
晴
ら
し
い
の
で
各
山
の
氣
分
を
満

喫
す
る
こ
と
が
出
木
ま
し
た
。
我
々
山
の

好
き
な
も
の
に
は
美
ケ
原
か
ら
武
洒
峰
―

袴
越
山
―
澁
池
―
満
間
の
コ
ー
ス
も
よ
い

が
、
こ
の
和
田
峠
へ
の
山
稜
漫
歩
も
中
々

捨
て
難
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

和
田
峠
で
は
東
餅
屋
の
山
久
放
館
？

で
一
泊
い
た
し
ま
し
た
。
お
ば
さ
ん
が
遠

慮
し
な
が
ら
出
し
て
呉
れ
た
ト
ロ
ヽ
薯
は

本
常
に
美
味
し
か
つ
た
で
す
。

六
日
も
亦
よ
い
天
氣
で
し
た
。
和
田
峠

か
ら
防
火
線
通
り
に
鷲
ケ
峰
に
取
付
き
ま

・し
た
が
、
頂
上
直
下
は
相
営
な
急
傾
斜
の

と
こ
ろ
へ
、
ガ
リ
ノ
、
の
雲
で
一
寸
難
澁

い
た
し
ま
し
た
。
八
嶋
池
の
小
屋
で
中
食

を
済
し
、
嵐
の
去
つ
た
あ
と
の
や
う
に
静

か
な
車
山
に
登
つ
て
大
門
峠
に
辿
り
つ
い

た
の
が
、
彼
れ
こ
れ
三
時
頃
で
し
た
ら
う

か
。
ゆ
く
り
な
く
も
川
崎
吉
蔵
氏
に
出
逢

ひ
、
話
を
し
て
ゐ
る
う
ち
に
腰
が
落
付
い

て
到
頭
そ
の
晩
は
萬
仁
武
小
屋
の
お
客
様

と
な
つ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
主
の
萬
仁
武

は
奮
知
の
間
柄
と
て
大
分
遅
く
迄
話
し
込

ん
で
し
ま
つ
た
で
す
。

七
日
の
日
は
風
は
張
か
つ
た
が
晴
天
だ

つ
た
の
で
、
八
子
ケ
峰
に
登
つ
て
親
湯
ヘ

降
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
八
子
の
頭

は
ガ
リ
ノ
ヽ
雲
で
、
そ
の
上
身
を
切
る
や

う
な
風
に
吹
き
ま
く
ら
れ
ま
し
た
が
、
眺

望
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

バ
ス
は
各
の
間
だ
け
小
齊
ノ
湯
か
ら
出

ま
す
。
そ
れ
も
一
日
一
回

（
午
後
三
時
十

分
螢
）
丈
け
と
は
心
細
い
次
第
で
す
。
湯

川
ま
で
降
れ
ば
、
も
う
少
し
早
い
パ
ス
に

乗
れ
る
と
き
か
さ
れ
て
急
ざ
ま
し
た
が
、

矢
張
り
だ
め
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
そ
の

日
の
中
に
ど
う
や
ら
東
京
へ
野
り
ま
し
た

か
ら
、
ど
う
か
御
安
心
下
さ
い
。

中
　
村
　
　
謙

二
月
の
伯
警
大
山
だ
よ
り

暮
の
三
十
日
頃
か
ら
正
月
に
か
け
て
、

開
門
を
渡
つ
た
北
九
州
方
面
の
ス
キ
ー
ヤ

ー
は
殆
ん
ど
が
山
陰
線
を
経
由
し
て
大
山

へ
と
入
つ
て
居
ま
す‐
。
信
州
方
面
へ
遠
出

す
る
連
中
は
こ
の
正
月
皆
無
と
言
つ
て
い

ゝ
よ
う
で
す
。
軍
事
ェ
業
の
中
心
で
あ
る

北
九
州
の
ェ
場
で
は
時
節
柄
正
月
と
い
へ

永
い
体

み̈
が
許
さ
れ
な
い
た
め
、
手
近

な
大
山
へ
集
中
す
る
結
果
と
な
つ
た
の
で

せ
う
。
だ
か
ら
腰
を
据
へ
て
ゆ
つ
く
り
練

脅
も
出
木
す
、　
一
定
の
プ
ラ
ン
を
立
て
ヽ

裏
大
山
方
面
を
攻
撃
す
る
と
い
ふ
パ
ア
テ

イ
も
、
八
幡
か
ら

一
組
入
つ
た
以
外
は
聞

き
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
状
態
で
一
時
に
押
寄
せ
た
連
中

も
明
け
て
三
日
頃
に
は
大
牛
が
下
山
し
て

居
ま
す
。

大
性
ど
の
斜
面
の
ス
キ
ー
場
も
元
日
前

後
は
積
雲
が
少
く
、
楡
快
な
滑
降
は
望
め

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
の
雲
飢
饉
と

一

年
間
の
雲
へ
の
思
慕
は
幾
分
で
も
満
た
さ

れ
た
様
で
す
。

元
日
は
桝
水
側
か
ら
頂
上
に
向
ひ
ま
し

た
が
今
年
は
今
迄
に
な
い
難
行
で
し
た
、

天
候
も
中
腹
以
上
は
濃
霧
で
寸
刻
も
露
れ

す
憂
欝
で
し
た
が
、
こ
れ
は
毎
度
の
こ
と

で
承
知
は
し
て
居
ま
し
た
も
の
ゝ
、
こ
の

斜
面
雲
が
少
く
そ
れ
に
軟
雲
で
、
灌
木
の

頭
も
没
し
き
れ
す
、
ブ
ツ
シ
ユ
は
ス
キ
ー

に
捲
付
い
て
、
そ
れ
か
と
言
つ
て
ア
イ
ゼ

ン
は
ひ
ど
く
ぬ
か
り
込
む
し
、
む
し
ろ
輪

カ
ン
デ
キ
の
領
地
と
思
ひ
ま
し
た
。
と
う

と
う
ス
キ
ー
を
頂
上
小
屋
ま
で
付
け
た
ま

ゝ
で
し
た
。

小
屋
内
の
温
度
は
氷
鮎
下
四
度
牛
で
外

は
七
魔
牛
と
い
ふ
案
外
な
高
氣
温
で
し
た

豫
定
よ
り
づ
つ
と
時
間
を
費
し
た
の
で

三
針
峯
ま
で
の
プ
ラ
ン
は
捨
て
ね
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
し
た
。
小
屋
か
ら
剣
ケ
峯
ま

で
の
痩
尾
根
も
膝
ま
で
ぬ
か
る
新
雲
で
、

ゾ
ル
ゾ
ル
北
壁
側
へ
す
り
落
ち
相
で
ア
イ

ゼ
ン
の
快
味
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
つ
た
く
大
山
は
化
物
だ
と
い
ふ
言
葉

を
登
る
魔
に
感
じ
ま
す
。
或
る
年
の
元
日

は
暴
風
で
頂
上
附
近
は
カ
ン
カ
ン
に
凍
つ

て
ア
イ
ゼ
ン
も
立
た
な
い
此
が
あ
つ
た
り

ま
た

一
昨
年
な
ど
は
ス
キ
ー
場
の
す
ぐ
上

か
ら
ア
イ
ゼ
ン
を
付
け
て
登
り
、
降
り
も

氣
温
が
上
ら
す
、
ア
イ
ゼ
ン
の
ま
ゝ
で
ス

キ
ー
場
ま
Ｃ
ス
キ
ー
を
指
い
で
降
り
た
り

谷
に
は
大
き
な
雲
崩
が
出
て
ゐ
た
り
。

ヒ
ス
テ
リ
ツ
ク
な
日
本
海
の
季
節
風
は

こ
の
海
岸
線
の
山
に
そ
の
ま
ゝ
表
情
さ
れ

て
ゐ
る
ら
し
い
の
で
す
。
そ
し
て
今
各
の

氣
狂
ひ
天
氣
は
そ
の
極
に
達
し
て
、
ま
だ

各
も
初
め
の
十
二
月
六
日
、
山
陰
山
岳
グ

ル
ー
プ
の
精
銑
三
名
ま
で
が
、
そ
の
悪
天

候
の
犠
牲
と
な
つ
て
ゐ
ま
す
。

そ
の
頃
鎖
道
省
の
大
山
山
の
家
が
出
来

上
つ
た
と
い
ふ
の
も
、
何
か
化
物
の
仕
業

の
よ
う
な
氣
も
す
る
し
。

一
度
雲
が
解
け
て
夏
山
と
な
る
と
、　
一

方
で
は
お
花
畑
の
公
園
の
山
と
な
り
、
奥

大
山
方
面
は
雲
焼
け
し
た
、
友
色
の
ボ
ロ

ボ
ロ
の
肌
が
、
岩
と
も
土
と
も
つ
か
す
、

岩
場
の
な
い
虎
と
壁
が
、
お
ど
し
つ
け
る

よ
う
に
登
山
者
を
恐
が
ら
し
て
ゐ
る
、
地

獄
谷
に
入
る
と
八
月
の
盛
夏
と
い
ふ
に
残

雲
が
谷
を
埋
め
て
ゐ
た
り
。
此
虎
に
も
化

物
大
山
の
姿
が
あ
る
の
で
す
。

暮
か
ら
大
山
に
入
つ
て
ゐ
た
、
八
幡
の

元
気
な
若
い
岳
人
祀
の
一
除
が
、
問
題
の

三
針
峯
の
北
壁
を
元
日
に
完
登
出
来
た
と

婦
つ
て
来
ま
し
た
。

橋

本

一二

八

北

京

便

り

こ問
お
お
ｒご

は
北
京
で
買
ま
し
た
。
今

度
は
ど
ん
な
も
の
を
出
す
か
と
柴
し
み
に

し
て
ゐ
た
ん
で
す
が
、
矢
張
り
堂
々
た
る

も
の
で
す
ね
、
又
し
て
や
ら
れ
た
と
い
ふ

感
じ
が
し
ま
す
、
北
京
も
近
頃
は
安
性
の

地
で
な
く
な
り
ま
し
た
、
井
田
清
、
今
井

田
研
二
郎
な
ど
ゝ
云
ふ
連
中
が
現
れ
て
は

荒
し
て
行
き
ま
す
、
そ
の
上
伊
藤
昼
は
天

津
に
ゐ
て
時
々
ゲ
リ
ラ
戦
術
を
つ
か
ひ
、

手
近
に
は
中
屋
健
式
あ
り
、
こ
の
問
東
京

に
引
揚
げ
た
岸
偉

一
粛
や
、
津
浦
線
に
ゐ

る
入
江
保
大
、
慈
恵
醤
大
の
杉
本
山
岳
部

長
等
々
の
面
々
を
加
へ
る
と
會
員
優
に
十

人
を
超
え
る
始
末
、
そ
の
上
に
驚
く
勿
れ

黒
田
夫
妻
の
御
入
木
で
す
。

昨
日
は
自
宮
で
赤
堀
博
士
と
遊
び
、
中
屋

も
一
緒
で
探
検
熱
を
あ
げ
ま
し
た
。

「
ヒ

マ
ラ
ヤ
は
北
支
か
ら
な
ど
、
い
ふ
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
か
ゝ
げ
る
の
は
ど
う
で
す
か
？

蘭
州
の
向
ふ
は
、　
も
う
青
海
西
蔵
、
大

し
た
こ
と
は
な
い
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
、

近

頃

は

∽
〓

同

■

ｏ

弓

①
一
ｏ

，
日

，
り

の

「
Ｏ
質

‐

●
ｏЧ

一〇

弓
日
〓
りご
目

の

∽
二
”

や

〇
●

〇
ュ
ｏ”
一
Ｏ
ｏ５
■
”
】
＞
い●
●
　
弓
３
ｏＦ
い
な
いと

ヽ
い
ふ
も
の
を
抱
え
乍
ら
時
に
支
那
の
古

本
屋
で
あ
の
邊
の
文
書
や
地
同
を
漁

つ
た

り
し
て
ゐ
ま
す
。
や
つ
ば
リ
シ
ヤ
チ
コ
ョ

立
ち
の
大
の
類
で
せ
う
か
、
北
京
の
正
月

は
寒

い
乍
ら
も
朗
か
で
あ
り
ま
し
た
。

一
月
六
日
北
京

松
　
方
　
一二
　
郎
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